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～ 様々な医療情報に対応するSS-MIX2ストレージ ～

はじめに

がん登録情報は、がんの罹患、患者の受診状況、予後の把握を目的
に全国の医療機関で収集され、国立がん研究センターでの集計を経
て国のがん対策に活用される。

昨今では、Todai OncoPanelを始めとして網羅的なゲノム情報の
測定に基づく治療法の開発が急ぎ進められているが、そのために予
後を含むがんの臨床情報は不可欠であり、がん登録情報はその重要
な情報源となる。

東大病院で試作運用1した、がん登録情報をSS-MIX2に出力するア
プリケーション実装について紹介する。

1) 東京大学COI自分で守る健康社会拠点



がん登録のしくみ

国立がん研究センターHP: http://ganjoho.jp/reg_stat/can_reg/national/about.html

がん登録の種類と目的

種類 実施 登録対象 登録項目数 目的

全国がん
登録

国 全国の全がん症例 26
がん罹患・受
診・生存率の集
計、対策

地域がん
登録

都道府
県

都道府県の居住者に
発生した全がん症例

25
がん罹患・受
診・生存率の集
計、対策

院内がん
登録

各病院
当該病院で診断・治
療された全がん症例

必須：22
標準：53

各病院の
がん医療活動の

評価

2016～
一本化

全国がん登録の２６項目は院内がん登録の標準５３項目に包含

本アプリ実装では院内がん登録の標準53項目を対象（=全国がん登録項目もカバー）



がん登録業務の概要

がん登録ソフトウェア: HosCan-Rを使用
国立がん研究センターより配布（５-６回アップデート／年）
登録項目をテンプレートに従って入力
毎年６月～８月頃に国立がん研究センターに提出

1. ケースファインディング（スクリーニング）
DWHを用いて機械的にスクリーニング
レセプト病名：ICD10 新生物（C00 - D48）
病理レポート：「癌」「肉腫」「白血病」 「リンパ腫」「骨髄腫」…

2. アブストラクティング／コーディング
専門職員が症例毎に電子カルテを開き詳細項目を登録
腫瘍単位で登録
東大病院では年間３５００症例を登録

がん登録データ標準化アプリケーション

SS-MIX2ストレージHosCan-Rサーバ 標準化アプリ稼働サーバ

前回データ（差分検出用）

API



院内がん登録項目

必須：22項目、標準：53項目
多くの病院で標準53項目が入力

XMLデータの概略

CSVを独自XMLに変換（複雑なマッピングなし）
がん登録の大分類（基本、診断、腫瘍、予後）下に各項目を対応付け
データ型：HosCanの仕様に準拠（文字列、数値、日時、Coded-Value）
Coded-ValueはHosCanのマスタを流用（アップデート時にメンテが必要）



拡張ストレージ格納

LOINC文書コード

ガイドラインv1.2dの文書コード表１にがん登録に該当するものは
ないが、含めるとすれば「報告書」以下が適当と思われる

SS-MIX2 拡張ストレージ 構成の説明と構築ガイドライン v1.2d 別紙：標準文書コード表



まとめ

院内がん登録で入力される全項目の情報を拡張ストレージに
出力するアプリを試作運用した。

本アプリは、HosCanRから出力するCSVファイルを、複雑
なマッピングなしに独自XMLに変換する。

コード化値の定義のためにHosCanRのマスタを流用するた
め、 HosCanRのアップデート毎にアプリのメンテナンスが
必要となる。これを容易にするためのツールが必要と考えて
いる。


